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設住宅 11 箇所にて，おしゃべり喫茶（手作りおや
つを用意した傾聴ボランティア）やコミュニケーション
講座の開催，また，やまもと復興応援センターにて支
援者への傾聴講座の開催などのボランティア活動を
行ってきた。

Ⅰ．こころの支援のための傾聴ボランティア活動
の必要性

我々は，震災半年後から平成 24 年度までに，被
災地である山元町（宮城県）において，普門寺お
寺ボランティアセンター（テラセン）や山元町内の仮
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＜要旨＞
本報は，我々が震災半年後から平成 24 年度までに，宮城県亘理郡山元町で行ってきたボランティア活動を見直し，被

災地において今後必要とされるボランティアを養成することから始めようと考えた被災地支援の実践活動である。大学生
や大学院生の傾聴ボランティア養成と養成したボランティアによる被災者の心身の健康支援のためのボランティア活動を計
画し実施した。本ボランティア活動は，1) 被災者のメンタルヘルスの向上支援や，2) 被災地仮設住宅の住民間のコミュニ
ケーションの活発化，3) 被災者や被災地を元気づける支援を行い，4) ボランティア活動を通して大学生や大学院生の気
づきや学びを支える，ことが目的であった。6 時間のプログラムによる傾聴ボランティア養成を4 回開催（傾聴講座参加者
延べ 78 名），また，3 回にわたる1 泊 2日の傾聴ボランティア活動（参加者延べ 36 名）を行った。

その結果，傾聴ボランティア養成は，6 時間のプログラムだが，学生に対して傾聴するということの意味を伝えることがで
きるプログラムであることが確認できた。また，ボランティア活動が被災者のメンタルヘルスの向上や被災者を元気づける
支援となっていた。傾聴ボランティアによるボランティア活動を通して，大学生や大学院生は我々が想像した以上の気づき
や学びを得ており，2日間という短いボランティア活動ではあるが，教育的効果が得られることが確認できた。
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可能性があるということになる。重篤なケースは専門
家の支援が不可欠であるが，我々は，これまでのボ
ランティア活動を通して，復興が長引く中で被災地に
おける被災者のストレスに対しての回復力（レジリエ
ンス）を高め，PTSD への予防支援をすることが必
要であると考えた。

現在，瓦礫撤去や清掃，物品洗浄といったボランティ
ア活動の必要性は減少したものの，心身の支援への
ボランティア活動は，これからが本番だと考えられる。
実際に，やまもと復興応援センターの職員の方々から
は，今後のボランティアの確保に関しての不安の声
が聞かれた。それは，特に物資の提供以外のこころ
のケアなどのボランティアを必要としているが，なかな
か人的資源が得られないとのことであった。

先行研究によれば，被災地の相談員や町の職員
やボランティアなどの支援者へのメンタルケアの必要
性も高く，「自分だけ休むわけにはいかない」，「もっと
働き詰めることで貢献できる」などの休養をはじめと
したセルフケアへの偏見があり，それを修正すること
も重要であると述べられている 6）。さらに，「深く傷つ
いた人々の想い」に寄り添う支援者も「傷ついてい
る」こと，支援者は共感すると同時に負いきれぬ想
いに潰れそうになること，限界を感じ，時に挫折し燃
え尽きて孤立化することなどの問題があるが，日本に
おいては危機介入従事者や支援者のトラウマに対す
る認識が高くなく，ケアの取り組みが遅れているとい
う報告がある 7）。

我々はボランティアとして，やまもと復興応援センター
において傾聴講座を行ったが，センターの職員は，
相談員の中に役割以上に相手に踏み込んでしまっ
て，トラブルになってしまうケースがあることに困ってい
た。仮設住宅が設置されてから，相談員も職員も年
中無休で働きながら進めてきた状況がある。震災後
１年という時期の臨床心理士による心の健康診断の
結果は，軽いうつ傾向ながら働いている者も見受け
られるという結果であったことを職員から聞いた。町
に居住している支援者は，自身も被災者である上に，
被災者の苦悩に対して，どう対応すべきかわからな
い中で，頑張り続けており，疲弊している姿が見受け
られた。職員の話では，山元町で震災後雇用され
た相談員は研修を受けてはいるが，十分なスキルが

継続的な活動をする中で，震災後 2 年という時間
の経過と共に，涙が止まらない，眠れないといったよ
うな恐怖体験のフラッシュバックによる心身の反応を
呈する者が多くなり，仮設住宅での我々のコミュニ
ケーション講座への被災者からの要望も，集団への
支援では対応しきれないケースが増えてきた。震災
直後には，涙も出ない，悲しみを感じることが困難で
あったという被災者も多く，1 年，2 年と時が経つ中
で，現在，「やっと涙を流すことができるようになってき
た」，「やっと当時の話ができるようになってきた」，「同
じように被災した人には，悪いから話せない」といっ
た声が聞かれるようになり，話や悩みを聴いてほしい
といった個別支援を望む声が増えたのである。また，
仮設住宅で出会った未就学児が，写真や音といった
刺激に対して強くストレス反応を呈するという場面に
遭遇し，周りの大人もどうすれば良いかの方策はない
という事態であったことも気にかかるものであった。さ
らに，被災地の中学校教諭に聞いた話では，被災
半年後よりも，2 年目の方がストレスを抱えている生
徒が増えたように感じると述べている。大人のみなら
ず，震災当時，未就学時であった子どもたちをはじめ，
小学生，中学生といった児童生徒へのストレス反応
に対するケアは，今後も長期に渡り必要であろうと推
察できる。

東日本大震災から3 年以上が経過した現在，地
震と津波，原子力発電所破損に伴う放射能汚染な
どにより，強い不安と恐怖に直面した被災者のこのよ
うな心身の反応は，計り知れないトラウマティック・ス
トレスを体験したことによるPTSD であろうと考えられ
る。心的外傷に関する先行研究によれば，深刻な
外傷性のストレスに曝された場合，PTSDを発症す
るのは 14％程度であるという報告がある1) 2)。例えば，
アメリカ人の 50％～ 60％がなんらかの外傷的体験に
曝されるが，その全ての人が PTSD になるわけでは
ないことが言われており，PTSD になるのはその 8％
～ 20％であるという報告もある 3)。また，日本におけ
る過去の大規模な災害と言えば阪神淡路大震災も
記憶に新しいが，その時の PTSD の有病率は，疫
学調査によれば，被災後 16カ月から44カ月において，
おおよそ 10％であったと報告された 4) 5)。これらの報
告を概観すると，10 人に１人が PTSDを発症する
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生 314 名への調査の結果，8 割強が何らかの現金
寄付を行い，物品寄付は 1 割弱であったこと，3 割
程度の学生が被災地・被災者を支援する活動を行っ
たこと，その参加経路は 7 割が大学関連とNPO や
NGOを通して活動したものであったことを報告してい
る 12）。支援活動を通して「社会の現実や課題の理
解が深まった」「身近な地域に関心が持てるように
なった」などの回答があり，ボランティア活動への参
加には，普段の生活で時間的に余裕があることや学
部が社会福祉系であること，ボランティア活動を継続
的に行っていたことが活動に参加する傾向を高めて
いるという結果であった 12）。

このように災害ボランティア活動は，大学生のような
若い世代の参加率が高く，また，ボランティア経験が
教育的効果にもつながるという報告が見られている。
しかしながら，これまでの大学生ボランティアの多くは，
寄付や瓦礫の撤去や清掃，催しの開催などである。
そこで今回，我々が試みたのは，被災地でのボランティ
ア活動に関心のある大学生や大学院生の傾聴スキ
ルトレーニング，ボランティアの心得，被災地の現状
などを事前研修し，今後，被災地で必要となるストレ
スへの対応や大切な人を亡くした悲嘆への対応がで
きる傾聴スキルを高めることであった。そして，傾聴
講座で養成した大学生や大学院生による傾聴ボラン
ティア活動を展開した。

Ⅲ．傾聴ボランティアの養成
我々は，傾聴ボランティア養成プログラムを検討し，

6 時間の研修プログラムを作成した。プログラムの作
成は，NPO 法人ヘルスカウンセリング学会の講師資
格を持つ 2 名が，これまでのカウンセラー養成経験
を活かし，被災地での傾聴ボランティア用に作成した
ものである。作成したプログラムにより，平成 25 年
度には「聴き上手になるためのコミュニケーションス
キル－傾聴講座－」を4 回開催し，被災地傾聴ボラ
ンティアを養成した（資料 1，2，3）。参加者の募集
は，大学の全支援室の掲示板に掲示を依頼するとと
もに，市の健康福祉課などへも連絡をとり募集した。
開催日時は，第 1 回：2013 年 8 月2日（日），第 2 回：
2013 年 10 月20日（日），第 3 回：2013 年 11 月17
日（日），第 4 回：2014 年 2 月9日（日）であり，各

ないために相談員自身が苦悩を抱えてしまうという問
題があることやセンターの職員自身も苦悩を抱え離職
をするといった事態も生じていた。

そこで我々は，平成 24 年度まで行ってきたボラン
ティア活動について見直しを行い，平成 25 年度は，
被災地で今後必要とされるボランティアを養成するこ
とから始めることとした。大学生や大学院生の傾聴
ボランティア養成と養成したボランティアによる被災者
の心身の健康支援のためのボランティア活動を計画
し実施した。本活動計画の狙いは，（1）被災者の
メンタルヘルスの向上支援や（2）被災地仮設住宅
の住民間のコミュニケーションの活発化，（3）被災
者や被災地を元気づける支援を行い，（4）ボランティ
ア活動を通して大学生や大学院生の気づきや学び
を支える，ことである。

Ⅱ．学生ボランティア活動の教育的意義
先行研究では，災害ボランティア活動には，より若

い世代の方が参加率が高いという傾向が示されてい
る 8) 9)。ボランティア活動とは，個人の自由意思に基
づいて，その技能や時間等を進んで提供し，社会貢
献するというのが一般的である。

和井田らは，震災 1 年半後の被災地支援ボランティ
ア活動が教職志望の大学生に与える教育的意味に
ついて，引率教員による観察や参加した学生へのア
ンケート調査や感想文を分析して，学生が貴重な体
験を通して，共感に基づいた他者理解の能力を身
につけ，学生の自発性を高め，教職への意欲を高め
る機会になっていたことを報告している 10）。茶屋道
らは，震災半年後の学生ボランティア活動を通して，
学生たちは「事象の背景を捉える」「気遣い・気配
りを持つ」「生活の再構築に対する気づき」などの
対人援助職の基盤となりうる重要な要素に触れてい
たことを明らかにしている 11）。桜井は，東日本大震
災発生 1ヶ月後までに岩手，宮城，福島の三県で活
動したボランティア数が，阪神・淡路大震災発生 1ヶ
月後における人数の 2 割に留まっていたこと，逆に義
捐金は 2 倍以上であったことから，支援行動は多様
であるため大学生の被災地・被災者支援行動の概
況と参加過程を調査するに至っている 12）。震災発
生 10カ月後に行った関東・関西地域の 3 大学の学
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被災体験を話したい参加者の気持ちに寄り添った。
前半の講義や体験学習中にも，自分の話をしたい参
加者には，臨機応変に対応し，個々の参加者の希
望になるべく添うように工夫した。住民参加人数に
対して，ボランティア人数が不足していたため，NPO
法人ヘルスカウンセリング学会の公認資格を持つボ
ランティアメンバーが，参加者の小集団を形成してグ
ループカウンセリングをすることで対応した。
2. 傾聴ボランティア活動の効果

傾聴ボランティアの養成講座により養成したボラン
ティアを伴った被災地での傾聴ボランティア活動を
行ったところ，仮設住宅において講座に参加した住
民からは，「こんな話はだれにもできなかった」「安心
した」「すっきりした」「ほっとした」「安心して，自
分の楽しみを大切に生きていきたい」「もっと早くこう
いうことをしてほしかった」「こころの重荷が下りた」

「本当に息子に会えたようで嬉しかった」「ほっとし
た。亡き夫がいつも見守ってくれているから，安心して，
自分の楽しみを大切に生きていきたい」などの感想
が聞かれた。また，講座の最後には，参加者が感
動の涙を流す場面があったり，笑顔が見られた。集
団での支援に加え，1 対 1 でじっくりと話を聴くという
傾聴により，気がかりや無念な思いなどが軽減され，
安堵感を持てたり，未来への希望の持てる支援が
できたと考えられ，我々が目標としたメンタルヘルスの
向上や被災者を元気づける支援となったと思われる。
さらに，同じ仮設住宅でこれまで暮らしてきたにも関
わらず，深い交流は持てていなかったという参加者も
いたため，住民間のつながりを強め，コミュニケーショ
ンの活発化にもつながるケースもあったと思われる。

Ⅴ．学生傾聴ボランティア活動の教育効果
本活動は，ボランティア活動を通して大学生や大

学院生の気づきや学びを支えることも目的であった。
傾聴ボランティア活動に参加した学生は，ボランティ
ア活動参加レポートを活動終了後 10日以内に提出
した。そのレポートに記載された学生の気づきと学び
について，学生の言葉のままで，表 1－1，表 1－2
にまとめた。

活動レポートから読み取れることは，傾聴ボランティ
ア活動を体験した学生は，活動を通して大きな学び

回とも同じ内容で，10 時から18 時 10 分まで行った。
参加者は，大学院生，大学生，つくば市民他であり，
4 回の講座の参加者の合計は 78 名であった。講座
スケジュールは，資料２に示した。

Ⅳ．被災地における傾聴ボランティア活動
1. 活動概要

我々は，平成 25 年度に養成したボランティアのうち，
希望者を同行し，被災地における1 泊 2日の傾聴ボ
ランティア活動を3 回行った。被災地では仮設住宅
の集会所において，傾聴ボランティア活動を展開して
いるが，名称は「こころが元気になるコミュニケーショ
ン講座」と称して開催した。普門寺お寺ボランティ
アセンター（テラセン）では，町民の街づくりを考え
る会である「土曜日の会」へ参加し，会員の住民
の方々の話を聞くとともに，傾聴ボランティア活動の報
告をしたり，街の復興について共に考えた。

具体的な活動日とボランティア参加人数，活動場
所は，第 1 回：2013 年 8 月31日（土），9 月1日（日），
ボランティア参加 7 名，旧坂本中仮設住宅集会所（住
民参加 15 名），テラセン，ナガワ仮設住宅集会所（住
民参加 22 名），第 2 回：2013 年 12 月7日（土），8
日（日），ボランティア参加 14 名，町民グランド仮設
住宅集会所（住民参加 27 名），テラセン，東田（北）
仮設住宅集会所（住民参加 15 名），第 3 回：2014
年 3 月15日（土），16日（日），ボランティア参加 16 名，
熊野堂仮設住宅集会所（住民参加 22 名），テラセ
ン，内手仮設住宅集会所（住民参加 22 名）であ
り，被災地の現状を把握するために現地視察も毎回
行った。活動スケジュール具体例として，12 月のス
ケジュールを資料 4 に示した。

仮設住宅におけるコミュニケーション講座の基本
的な内容は，前半 1 時間弱は，苦悩を1 人で抱え
込むことなく，無理せずに周りの人 と々の良好な支援
関係が築けるようなコミュニケーションのコツや，気分
が落ち込んだ時の支え合い方，嫌悪系の情動が強
くなった時の自己対処法（イメージ法）などを，配
布資料を用意し，講義と体験学習を行った。そして，
後半では，学生ボランティアが 1 対 1 で，1 時間強
の時間をかけて，徹底的に相手に寄り添う傾聴を行
い，現在の不安や悲しみ，怒りなどの思いや自らの
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今後必要とされるボランティアを養成することから始
めようと考えた被災地支援の実践活動である。大学
生や大学院生の傾聴ボランティア養成と養成したボ
ランティアによる被災者の心身の健康支援のための
ボランティア活動を計画し実施した。本活動は，（1）
被災者のメンタルヘルスの向上支援や（2）被災
地仮設住宅の住民間のコミュニケーションの活発化，

（3）被災者や被災地を元気づける支援を行い，（4）
ボランティア活動を通して大学生や大学院生の気づ
きや学びを支える，ことを目的に行った。

を得られていたことである。被災地を視察することで，
被災地での復興の取り組みを知り，実際に被災者と
接し，力添えをすることの難しさと喜びを体感してい
た。また，自身の傾聴力の力不足を述べるボランティ
ア学生も多く，各人の気づきにつながっており，貴重
な学習の機会となったことが読み取れた。さらには，
自分の考え方や生き方を見直すきっかけとなった学
生もおり，傾聴ボランティア活動の教育的効果を確認
できたのではないかと考える。

Ⅵ．学生傾聴ボランティア養成と被災者支援ボラ
ンティア活動の学びと課題

本報告は，被災地で平成 24 年度までの我々の
ボランティア活動 13) 14) 15) を見直し，被災地において，

表１-１　傾聴ボランティア活動参加レポートによる学生の気づきと学び
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表１-２　傾聴ボランティア活動参加レポートによる学生の気づきと学び
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したり，問題解決を支援できるようなレベルまでを望ん
でいたということを知った。一つは，今後，さらにスキ
ルアップをしたい学生のために，上級傾聴講座を設
けるなどの工夫をする必要がある。また，一方で，ど
うにかしてあげたいという気持ちが一歩間違えると支
援者の押し付けの支援になってしまう可能性があるこ
とを学生に伝える必要があった。ボランティア活動を
行う際の心がけの基本として，支援者として「何かし
なければ」という義務感で独善的になったり，「せっ
かく来てやったのに」という自分本位な見方をするこ
とは厳に慎まなくてはならないことが言われている 6）。
また，「深く傷ついた人々の想い」に寄り添う支援者
も共感すると同時に負いきれぬ想いに潰れそうにな
ることや限界を感じることが言われている 7）。そこで，
傾聴ボランティア活動後には，必ず 1 時間半程度の
反省会を開くことで，押し付けの支援になっていなかっ
たか，また，重荷になっている学生へ対応をしながら
進めてきた。さらに，被災者の悲嘆や苦しみで学生
自身が苦しくなった際に，対応できるよう本活動を企
画した我々の連絡先を知らせることで対応した。

最後に，たった 1 回の活動であったが，学生たち
は自身の考え方や生き方への気づきや学びまでも得
ていた。それは，二日間という短い期間であったにも
関わらず，我々が，想像した以上の教育的効果であっ
た。ボランティア活動は継続して行われることが望ま
しいことはもちろんであるが，1 回のボランティア活動
であっても高い教育効果が期待できることを感じた。
今回の活動は，学生に対して，交通費と宿泊費の補
助をしながら行っている。ボランティア活動は無償性
と言われていることから，課題が残る。しかしながら，
補助がなければボランティア活動への参加が困難で
あったと述べる学生が多かったことから，今後のボラ
ンティア活動の在り方を模索する必要がある。

付記
本活動は，平成25年度国立大学協会　震災復興・

日本再生支援事業及び筑波大学震災復興経費「傾
聴ボランティア活動を通した心身の健康づくりに関す
る活動」（代表：橋本佐由理）として行った。

その結果，傾聴ボランティア養成は，6 時間という
プログラムではあるが，学生に対して，傾聴するとい
うことの意味を伝えることができるプログラムであった
ことが確認できた。しかしながら，実際に被災者から
生 し々い震災当時の話を聴く中で，傾聴をすることが
困難になる体験をしたり，あまりにストレスフルな出来
事に対して，心をどう支えたらいいのかわからないと
いうことが起こった。そこで，本活動を企画した我々
の中で公認資格をもつ 2 名のうち 1 名は必ず全体を
見守る役割をし，困った学生に対応をするという方法
をとったが，マンパワー不足であったことが否めない
のは課題である。マンパワー不足と活動時間が限ら
れているという限界もあり，我々がかなり介入をしてし
まったケースもあり，学生自身の力を活かして，被災
者のメンタルヘルスの向上支援や元気づける支援に
までは，つなげきれないこともあった。だが，粘り強く
傾聴しようとする学生の被災者への関わりは，程度
の差はあれ，被災者のメンタルヘルスの向上や元気
づけ，癒しにつながっていることが感じられた。また，
スモールグループでのグループカウンセリング行った
場合には，心が動くような話をお互いに伝え合うため，
住民間のコミュニケーションの活発化につながってい
く可能性が感じられた。

ボランティア活動を通して，大学生や大学院生の気
づきや学びを支えることについては，想像以上の効
果が得られたと思われる。提出されたボランティア活
動参加レポートからは，被災地の現状理解をするだ
けではなく，このような現状の中で自分が何ができる
のかを考え，さらには，実際に行動に移して実践して
いるという学生もいた。被災者の話を聴きながら，自
分の傾聴をはじめとするスキルの未熟さを感じたとい
う学生がほとんどであったが，それは，逆にいえばス
キルを習得することへの高い意欲でもあり，スキル習
得への要求レベルが高いために，今回の自分の傾聴
力には満足できなかったということではないかと考え
る。実際には，学生は傾聴がしきれなかったと訴える
が，被災者は聴いてもらえて満足だった，安心したと
述べているケースも多かったからである。今回のボラ
ンティア活動の機会を提供した我々は，活動レポート
から学生の要求水準が，徹底的に相手に寄り添う傾
聴ができるというレベルでは満足せず，本当に心を癒
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聴き上手になるためのコミュニケーションスキル

傾聴講座

震災から 年半以上の月日が経ち、震

災時の体験を語り始める被災者が増えて

きました。そのため被災地では、今、き

ちんと話を聴くことができる傾聴ボラン

ティアを必要としています。

傾聴講座を受けて、聴き上手になり、

被災地での傾聴ボランティア活動をして

みませんか？

被災された皆さんを私たちが力づける

こと、また、お話を伺うことを通して、

ボランティアの私たちが被災された方々

から学びましょう。

あなたと話をすると、相手が元気にな

る、安心できる、気持ちがすっきりす

る・・・そんなコミュニケーションがで

きたら素敵ですね。相手がそんな体験が

できるような話の聴き方やエンパワー

メントの仕方があります。

将来、競技のコーチやトレーナー、医

師や看護師、保健師、教員、保育士…な

どの対人援助職を目指す方にもお薦め

ですので、興味がある方、学びたい方は、

どうぞ参加してください。

相手の気持ちや感情をとらえ、心から

相手を理解し、相手自身が自分の気持ち

や考えを整理できるように、支援するス

キルを身につけることができます。

また人間関係理解やストレスマネジ

メントに役立つ気質コーチングもお伝

えしますので楽しみにしてください。

あなたは、周りの大

切な人の気持ちや考

えがわかりますか？ 
周りの大切な人と

心が通じ合うことが
できると、生きるエネ
ルギーにつながりま
す。 

資料１

 

被災地におけるボランティア活動参加者の募集

月 日（土） 月 日（日）のボランティア活動の様子

 

  

日程： 年 月７日（土）８日（日）

行き先：山元町（宮城県）

７日 ： ～仮設住宅でのコミュニケーション講座

： ～普門寺 土曜の会のオブザーバー

８日 ： ～仮設住宅でのコミュニケーション講座

（７日朝の新幹線で行き、８日夕方の新幹線で帰ります。）

筑波大学の学生の皆さんへ 
＊このボランティア活動は、平成 25 年度国立大学協会 震災復興・日本再生支援事業 傾聴ボランティ

ア活動を通した心身の健康づくりに関する活動（代表：橋本佐由理）として行います。 
＊今回のボランティア活動にかかる往復の交通費および宿泊費は、全額補助をします。ただし、一旦は

立て替えていただき、後日大学より振り込みとなりますので、ご了承ください（食事代 7 日昼食、夕食、

8 日昼食の 3 食分は自己負担となります）。 
＊参加条件：傾聴講座を受講し、1 泊 2 日の全ての行程に参加できる学生で、ボランティア活動に興味の

ある筑波大学の学生。 
＊参加前に時間のある学生には、講座の資料などの作成を手伝ってもらいます。 
＊参加後に、参加レポートを A4 用紙 1 枚以上でまとめて提出してください。 
＊2 月あるいは 3 月にも同様のボランティア活動をする予定ですので、継続した参加も可能です。 

多くの仮設住宅住民の方に、講座に参加い

ただきました。講座終了後には、皆さんに素

敵な表情が見られました。

ボンランティア参加した筑波大学の学生

も被災した方々に寄り添って頑張りました。

山元町は、瓦礫はほぼ撤去

されました。しかし、復興に

はまだまだ遠い状況です。ど

のような未来を描けばいいの

かと皆さん悩んでいます。

資料３

 

傾聴講座プログラム

 

日時： 年 月 日（日）

： ～ ： （傾聴講座 時間）

： ～ ： （ボランティア希望者）

場所：筑波大学東京キャンパス１階１２２

地下鉄丸ノ内線茗荷谷駅から徒歩２分

参加費：無料 持ち物：筆記用具

定員： 名以内

午前 9:30 受 付    9:50  オリエンテーション 

10:00 １．自分のコミュニケーションの傾向を知ろう  

２．自己理解・他者理解のための気質コーチング  

午後 13:00 ３．なぜコミュニケーションが大切なのか？  

４．相手の話や悩み事の聴き方の４つのコツ  

５．表情や態度に表れる自分の心・相手の心  

６．傾聴のペア実習  

  17：30 ①被災地の現状と課題  ②ボランティアの心得 

       ③ボランティア参加申し込み方法について 

●申し込み方法 

メールあるいはファックスで申し込みください。氏名、

学類や専攻、連絡先（メールアドレスと電話番号）、受

講動機を記してください。 

●申し込み期限  2013 年 10 月 10 日（木）まで 

筑波大学 体育系 准教授 橋本佐由理 

メールアドレス：●●●●●●●●●●●  

ファックス番号：●●●－●●●－●●●● 

本講座は、平成 25 年度国立大学協会 震災復興・日本再生支援事業 傾聴ボランティア活動を通した心身の健康づく

りに関する活動（代表：橋本）で行っている。また、地域コミュニティ復興・再生のための経験「知」交流ネットワー

クの構築（筑波大学プロジェクト 代表：手打）の応援も得ている。  
 

資料２

 

山元町におけるボランティア活動スケジュール

  

 

 

 

 

 

年 月 日（土）

集合：東京駅 ： 発（はやて 号） 号車の指定席

： 仙台駅着 レンタカー手続き（トヨタレンタカー）

： 山元町へ移動

： ～ ： 昼食（花膳）打ち合わせ

花膳 亘理郡山元町山寺字作田山

： 山元復興応援センター

： 町民グランド仮設住宅

： ～ ： コミュニケーション講座

： ～ ： 片づけ後、復興応援センターへより、

被災地視察をしながら普門寺へ移動

： ～普門寺 土曜の会へのオブザーバー参加

： ～移動、ホテルルートイン仙台長町インターへ

： ～ ： 反省会と夕食

年 月 日（日）

： ホテルを出発

： 山元復興応援センター着

： 東田（北）仮設住宅

： ～ ： コミュニケーション講座

： ～片づけ後、復興応援センターへ

： ～昼食（花膳）、反省会

： ～仙台駅へ移動、レンタカー返却

： 仙台駅発はやて 号

： 東京駅着 解散

＊このボランティア活動は、平成 25 年度国立大学協会 震災復興・日本再生支援事業 傾聴ボラン

ティア活動を通した心身の健康づくりに関する活動（代表：橋本佐由理）として行っています。 
＊往復の交通費および宿泊費（夕朝２食付き）は、後日大学より振り込まれます。食事代として 7

日昼食、8 日昼食の２食分はすでにレストランに予約をしました。 
2,000 円を徴収します(担当：広野さん)。 

＊参加後に、参加レポートを 10 日以内に A4 用紙 1 枚以上でまとめて、メール添付で提出してくだ

さい。 

資料４


